
 

 

  

「三寒四温」と言いますが真冬のように寒い日と、春を思わせるような暖かい日が交互に訪れるように

なりましたね。一歩ずつ春の訪れを感じる今日この頃ですが、学校も大

きな行事に向けて動き始めています。もうすぐお世話になった先輩方と

のお別れ「卒業式」があります。新しい門出を祝福しなければならない

のですが、お別れはやはり寂

しいものですね。３月１９日

当日は、在校生として精一杯

の気持ちでお祝いしましょ

う。第一回目の在校生練習が９日の６時間目に行われました。

静かに座っているときの張り詰めたような緊張感は、大変清々

しく、皆さんの心構えが伝わってくるようでした。そして第二

回目の今日は３年生を迎えての合唱練習でした。その練習風景

を目に焼き付けて、皆さんが先輩になったときにはぜひ後輩達に思いを伝えていきましょう。来週はいよ

いよ本番。最後の３年生の勇姿を見届けましょう。一年生の皆さん、ご協力よろしくお願いしますね。 

さて名残惜しいのですが、今回 4 組の紹介でスキー教室作文の掲載は最終回になります。 

「スキー移動教室を終えて」 

  ４組 生徒 

 

僕はこの 3 日間はとても充実していて、団結力を高められた濃い時間だったと感じています。

この移動教室を通して 3 つのことを学ぶことができました。 

 1 つ目は「協力」です。難しいことを成し遂げるためには、全員で協力することが重要なことを

改めて学び、失敗したときでもお互いしっかり寄り添い、諦めずに取り組むことを全員で意識しス

キーに取り組むことができました。 

2 つ目は、「ルールについて」です。スキーを取り組むうえで、リフトの乗り方や人との接し方を

考えることがどんな状況でも大事なのでインストラクターさんの話をしっかり聞き、行動に移すこ

とができ、そして宿舎内でも、人の迷惑にならないように、走ったり、騒いだりせずに落ち着いて

過ごすことを忘れずに生活することができました。 

3 つ目は、責任感を持って、行動するということです。移動教室では、1 人 1 人担当の仕事があ

るので、誰かが、自分の仕事をサボってしまうと、班全員の迷惑になっていまいます。1 人 1 人が

班のためという自覚をしっかり持ち、自分の仕事に全力で取り組み、責任感を持って過ごすことが

重要なことを今回の移動教室で学ぶ事ができました。 

 中学校最初の移動教室でしたが、今までの行事などで、積み重ねてきたことをバネに、全員が

全力でスキーに取り組むことができていたと思います。中１は残り少ないですが、今回の移動教

室で学んだことを活かして、これからの学校生活を送っていきたいです。       →裏へ 
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スキー移動教室を終えて今後の生活に生かしたいなと思ったことが 2 つあります。 

まず 1 つ目は仲間と声を掛け合ったり、協力し合ったりすることです。集団生活を過ごすため

には一人だけでは無理で集団生活を共にする仲間との協力が必要です。そのためには室長だけでな

く他の人達も積極的に声を掛けたり、行動することが大事です。一緒に滑る仲間たちが「今の惜し

い」や「昨日より滑れてる！」と小さなことでも声を掛けてくれました。怖くても自分を信じて踏

み出すことを今後の生活に生かしたいです。そして、スキーなど集団行動をするときには斜面から

滑るのを怖がっていたら声を掛けたりスキーブーツが履けていなかったら手を貸したり、普段喋ら

ない人と一緒にリフトに乗ったりしてみんなで絆を深めることができました。 

2 つ目は先を見通して行動することです。宿舎での生活では、食事・入浴などを済ませなければ

いけませんでした。最初は自分のことで精一杯だったけれど、班の仲間と「明日の準備した？」と

声を掛け合ううちに、班全体で動けるようにみんなで配慮する大切さに気づきました。そして、自

分の役割を果たす責任感や周囲への配慮の大切さを生かしたいと思いました。 

スキー移動教室という非日常的な環境で得たことを単なる思い出だけで終わらせてはいけない

と思いました。移動教室を通して気付いた挑戦心、協力し合うことをこれからの日常の中で生かし

たいと思いました。そして一人が声を掛けるのではなくみんなで声を掛け合うということが大事だ

と思いました。 

＊奨学生募集のご案内＊ 

 公益財団法人 似鳥国際奨学財団から ２０２６年度奨学生の募集があります。 

募集期間 ２０２６年１月２０日～４月２０日     中学生<ひとり親家庭>支給月額４万円 

給付型奨学金・返済不要 

【一次選考】WEB 願書、WEB テスト【二次選考】書類審査、オンライン面接  

⇒最終合否 ２０２６年７月上旬(予定)にメール通知 

支給条件などがありますので、関心のあるご家庭はホームページをご確認ください。 

【財団公式 HP】奨学生募集ページ  

 

https://www.nitori-shougakuzaidan.com/application/ 

 

 

～来週の予定～ 

 

似鳥国際奨学財団 検索 

月・日・曜日 予       定 

３月 16 日（月） 午前授業始                      再登校の場合 15 時 30 分 

 17 日（火） ③④卒業式予行                    再登校の場合 15 時 30 分 

18 日（水） ⑤在校生練習 

19 日（木） ①学活②③卒業式④学活 給食なし           再登校の場合 15 時 30 分 

20 日（金） 春分の日 

https://www.nitori-shougakuzaidan.com/application/

